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支援事業西部中学校； 2018 Jan 16; 富山















































⑨ YUKIMI NISHIMURA : Support for 
university students with developmental 

































年収との関連 学園の臨床研究. 16. 21-27. 
【学会発表】
1) 竹澤みどり• 松井めぐみ 2017 交際相手か
らの暴力に対する許容度に被害経験が及ほす
影響ー情報通信技術を用いた交際相手への暴





討一 日本健康心理学会第30回大会. PB06. 
3)松井めぐみ・寺島瞳・宇井美代子・竹澤みど




平成29年度 (H29.l.l-H29.12.31)研究業績 41 
杉谷キャンパス
教 授（併） 山本 善裕 Yoshihiro Yamamoto 
准 教 授 岩田 実 Minoru Iwata 
看 き=雀 師 高倉 一恵 Kazue Takakura 
看 護 師 野口 寿美 Hitomi Noguchi 
臨床心理士（非常勤） 佐野 隆子 Takako Sano 
臨床心理士（非常勤） 小倉悠里子 Yuriko Ogura 
臨床心理士（非常勤） 柴野泰子 Yasuko Shibano 
【原著】 20, 名古屋．
1) 岩田 実 2型糖尿病患者におけるアデイ 4) 渡邊善之，上野麻子，北野香織，中嶋歩，角
ポネクチン三分画の検討．学園の臨床研究． 朝信，岡部圭介，瀧川章子，朴木久恵，藤









学術集会， 2017,5, 18-20, 名古屋． 療法1年後の治療を予測するために有用なイ
2) 北野香織，岩田実，加村祐，上野麻子，中嶋 ンスリン分泌指標についての検討．第60回日







3) 上野麻子，角朝信，朴木久恵，小清水由紀 HbAlcと入院中のCPI(Cペプチド／血糖 x
子，北野香織，中嶋歩，渡邊善之，岡部圭 100)等の検討．第60回日本糖尿病学会年次学




















































2017, 1, 18, 富山．
2) 岩田 実．糖尿病慢性合併症1(腎症、末梢
神経障害、網膜症）. 2017年度とやま糖尿病

































平成 29年度 (H29.l.l-H29.12.31)研究業績 43 
ラーニング.2017, 12, 23, 東京．
10)岩田 実．「遺伝性甲状腺がん」．北日本放送




キリン社内講演会； 2017, 8, 8, 富山．
44 
高岡キャンパス
支所長（併任） 中村滝雄 TakioNakamura 
内科医（准教授） 中川圭子 Keiko Nakagawa 
看 護 師宮田留美 RumiMiyata
臨床心理士（非常勤） 柴野泰子 Yasuko Shibano 
臨床心理士（非常勤） 大浦暢子 Nobuko Oura 





















市立片口小学校； 2017 1, 富山．
